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7月中旬目途に 各施設の院内がん登録担当者様宛に
メールでご案内しますので、詳細をご確認ください。

厚生労働省委託事業 がん対策評価検証事業・QI研究

2025年度の予定

【調査対象症例年】

2023年症例に対するDPCデータ 2022年10月～2025年3月を加工

【参加募集期間】

2025年7月中旬 ～ 2025年8月29日(金)

【データ収集期間（予定）】

2025年8月上旬 ～ 2025年9月30日(火)

【対象施設】

院内がん登録2023年症例集計に参加した全ての施設
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医療政策部 鈴木達也
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がん医療提供体制の均てん化・ 集約化について

• 第４期がん対策推進基本計画を踏まえ、都道府県が拠点病院等と連携して、地域の実情に応じ、均てん化を推
進するとともに、2040年を見据えた持続可能ながん医療の提供に向け、拠点病院等の役割分担を踏まえた集約
化を推進できるよう、国は、

今後学会等の意見も聞きながら、現状の分析も踏まえて持続可能な医療提供体制となるよう、均てん化に
取り組む医療と集約化に取り組む医療について一定の考え方の整理を行ってはどうか。

都道府県が、各がん医療圏の分析（患者の受療動向等に係る現状分析等）を実施するとともに、将来の医
療需要の減少が一定程度見込まれる圏域においては、従来のがん医療圏に拘らず、地域の医療資源等の実
情を踏まえて、より広域となるようがん医療圏を見直すことを含めて検討を促してはどうか。特に、空白
のがん医療圏については、① がん医療圏の見直しを行うのか、② 病院機能再編による拠点病院等の整備を
目指すのか、検討することを促してはどうか。

• その際、国は、上記検討や地域の実情に応じたがん医療の質の均てん化・集約化に資するよう、都道府県や拠
点病院等、都道府県がん診療連携協議会等に対して、好事例の共有とともに、院内がん登録やＱＩ研究から得
られた診療実績等の情報提供を行うことを検討してはどうか。

• また、がん患者とその家族及び一般市民から診療実績等を一元化して公表することが求められていることから、
公表の了承の得られた拠点病院等を対象に、治療件数等の情報を一覧化するウェブサイトを作成してはどうか。

対応の方向性
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